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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、モノADPリボシル化（ART）モチーフを含むタンパク質をコードしています。ADPリボシルトランスフェラーゼ遺伝子ファミリーに属しますが、酵素活性は実験的に実証されていません。ドンブロック血液型の抗原は、赤血球膜にグリコシルホスファチジルイノシトールで固定されたこの遺伝子産物上に存在します。アレル変異が知られており、その中には輸血有害反応を引き起こすものもあります。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：NAD(+) + タンパク質-L-アルギニン = ニコチンアミド + N(オメガ)-(ADP-D-リボシル)-タンパク質-L-アルギニン。,触媒活性：NADP(+) + タンパク質-L-アルギニン = ニコチンアミド + N(オメガ)-((2'-ホスホ-ADP)-D-リボシル)-タンパク質-L-アルギニン。,オンライン情報：血液型抗原遺伝子変異データベース,多型：DOはDombrock血液型システムの原因です。Do(a)/Do(b)血液型抗原の分子的基盤は、位置265の単一の変異です。Asn-265はDo(a)に、Asp-265はDo(b)に対応します。また、抗原 Gregory [Gy(a)]、Holley [Hy]、Joseph [Jo(a)] にも関与しています。,類似性:Arg 特異的 ADP-リボシルトランスフェラーゼ ファミリーに属します。,組織特異性:脾臓と T 細胞で発現します。,
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